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協働の創造力

東京外国語大学留学生委員会委員長

武田 千香

研究講義棟の一角に、学生で常に賑わう「多文化

コミュニティ教育支援室」という空間がある。ここはもと

もと国内の外国人児童生徒への学習支援ボランティ

ア活動の支援を目的として開設されたが、少し遅れて

国際理解教育活動が始まると、たちまちにして活気を

帯びたのを覚えている。創設に携わった私から見て、

その活動は支援室の活性剤だった。

国際理解教育活動とは、本学の外国人留学生と日

本人学生がペアまたはチームとなつて小中学校等に

赴き、留学生の出身地域の言語 0文化・社会について

紹介する活動である。教材は、既成のものは使わず、

ほとんどが手づくりで、小中学生ができるだけ“リアル"

な国や地域の姿を理解し体感できるものでなくてはな

らない。そのために学生たちはI(Internauonal一留学

生)ど (Japanese一 日本人学生)の区別なく、言葉と文
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巻頭言

協働の創造力

ご挨拶

38年来の新年会

活動報告

3-1国会議事堂・江戸東京
博物館見学と、ちゃんこ鍋を

囲む懇親会

3-2国 際交流事業
3-3国 際理解教育への参加
3-4茶 道教室
4ロ ホームビジット&ステイ
ーつの夢が叶つた !めっちゃ

楽しかった !!千葉県での

ホームステイ体験

5.留学生の声

大パニックと私の大事な思い出

6.これからの活動



化の違いを乗り越え、心をひとつにして授業のプログ

ラムづくりに励む。そうしたプロセスを経るうちに彼らの

間の理解は深まり、終わってみれば、それが何より()

自分たちにとっての「自己」国際理解教育だったこと

に気づく。最初は必要性から集っていた学生たちも、

次第に自然に足を支援室へ運ぶようになり、いつしか

そこは出身地域や専攻や所属の違い、そして年齢の

差を越えた「多文化な」活力みなぎる交流の場へと進

化を遂げていった。

人と人との間には、何のきっかけもなく友情は生ま

れにくい。単にお茶を飲むだけではなかなか友達に

はなれないものである。だが、ひとたび何か共通の目

標に向かつて苦楽を共にすると、絆はとたんに強まる。

同支援室の国際理解教育活動はまさにそれだつたの

だろう。「協働」の創造力である。

現代の日本に、大勢の留学生が学ぶ大学は珍しく

なし)が、本学ほど、多様な地域から留学生を迎えてい

る大学はそう多くはないだろう。そしてさらに、その多

様性に対応できる専門性が、受け入れ側の日本人学

生に備わっている大学となると、めったにあるものでは

なく、それは本学の誇るべき特長となっている。だが

残念なことに、本来は「特典」であるはずのそのI打の

共存するキャンパスがまだまだ活かされていず、その

交流の機会の少なさに対する不満の声が、本学に来

る留学生のみならず、日本人学生からも挙がつてい

る。

ここはI打のみならず、大学と学生の協働こそが必

要なのかもしれない。大学が可共学を推し進めるなど、

Iどの交流の機会創出に取り組む一方で、学生のほう

もそれに積極的に参加しつつ、なおかつサークルで

も趣味でも、どんなことでもいいから、何らかの活動をI

どでやつてみる。そうするうちにキャンパスには、きっ

と創造力みなぎる磁場が生まれることだろう。

38年来の新年会

会長  中嶋 洋子

恒例のわが家の新年会が今年 2011(平成 23)

年も1月 2日 に行われました。

この新年会はもともと夫 (元東外大学長)の「中嶋ゼ

ミの会」の学生やその卒業生たちのわが家での新年

の集いで、自ずと勉強のこと、彼らの将来の問題、ま

た、互いの人生観、世界観など自由に語り合う場とな

って始まり、夫が海外生活をしていた都合4年間を除

いて、以来ほぼ38年間続いています。

この間、旧家である中嶋家の習慣に沿った家族の

お正月の準備に加え (良い嫁として習慣に従うだけな

らむしろ簡単ですが、同居していた姑や一人つ子の

夫との対人関係に心しつつ、それでも時には衝突し

ながら、そこに私の実家の流れをくんだ私の流儀をい

かに表現するかには、私以外誰も知らない想像以上

のエネルギーが必要で、それはまさに闘い !でした)、

さらにこの会のために、私一人で家の掃除や料理な

ど準備するのはいささかパワー不足で (子供はまだ小

さく手伝いの力にはなっていませんでした)、 中止しよ

うかと思つたこともありましたが、そんな年にも何人か

のゼミ生が必ず顔を出してくれ、中止の機会を失った

まま、現在に至り、家族の状況の変化もあつて、以来

1月 2日 はゼミの新年会として定着してきました。

また、開始以来、何人かの留学生 (卒業生も含め

て)が加わり、次第にその数も増えてきました。

私の手作りの料理で腹ごしらえをしていた頃、一同

ひとりずつ全員が、現況や将来の希望や夢を語る場

(ギャザリングと呼ぶことにしています)が用意されるの

ですが、ある時、すでに卒業していたネパールからの

留学生がこう話しました。

「僕にとつては毎年この集まりに来ることが新年の

始まりです。自分にとつての年始です」と。

その言葉は今も忘れることはなく、夫を慕って集ま

つてくれる彼らに、私は自分の体力が続く限り、この会

を大切にしたいと決意し、以来現在に至っています。

さらに、1999(平成 11)年に「東京外国語大学留

TUFS留学生支援の会 会報 I No.36

2



学生支援の会」の会長の任務を、この私が担うことと

なり、新年会の内実は大きく膨らんできました。

ゼミ関係者に加え、外語大学の留学生、卒業生た

ちが数多くこの新年会に加わり始めました。さらには、

夫が現在学長を務める国際教養大学 (秋 田)の 日本

人学生、留学生も加わり、若い人たちが多くなり、国

籍も多様化してきました。

中国、韓国、台湾、香港などアジアの近隣諸国、北

米、西欧はもちろんのこと、イラン、エジプト、チュニジ

ア、レバノン、イィエーメンなど中近東からの留学生、

コロンビア、グアテマラ、バングラデシュ、ブルガリア

(東欧 )、 フィンランド(北欧)などからの留学生も時に

加わり、参加者は実に多岐に亘ってきました。今年の

場合、その数はわが家族を除いて 100名 に近かった

のではないかと思います。その中には二世ともいうベ

き子どもたちも数名いて、玩具で遊んで大騒ぎしたり、

彼らにとつて初めての百人一首に興じたり。

供される料理の筆頭は、ここ十数年続く北京など

北方中国からの留学生や卒業生 (内モンゴルからの

留学生・卒業生も立役者です)が作る茄で餃子です f

彼らが強力粉を練り上げて小さな丸い皮を作り、餡を

入れて包んでいくさまはまさに名人芸ですc毎年 500

個を目安にしていますが、それでは足りそうもなく、今

年は途中で追加、実に 1,000個近くを作り上げました。

黒酢味の強いタレも独特。

モンゴル人の奥さんは、ボールソグと呼ぶ、ふつく

らと膨らんだ揚げパン作りの名人で、食卓の上にこれ

が置かれるや一番先になくなります。材料は牛乳、卵、

強力粉、マヨネーズ。それに無糖のヨーグルトのみ。

モンゴル人でも慣れない人が作ると膨らまず味も悪く

仕上がりも別の品物と思えるほど悪いのです。(申 し

訳ないですが)外語大学の大学祭での模擬店で若い

モンゴル人留学生の作るつたないパンと比べて、そ

のことを私はよく知っています。

パンといえば、もう一つ、この2年、西安に住む中国

からの留学生が“焼餅 "という、それは大きなパンを焼

いてくれます (そのために直径が 32センチほどもある

巨大なフライパンを用意しました)。 元々はウィグル族

が西方に向かつて旅をする時に携帯する日持ちのよ

いパン、とのこと。味はシンプルだが、歯ごたえがあり、

野菜や肉の炒め物などと一緒に食べるととてもおいし

し、珍しいのでこれまた好評。

t)う 一つ、韓国の“キムチ鍋 "と“ちぢみ"を紹介し

なければなりません。キムチはこの日のために、よく漬

かつていて少し発酵の進んだものを、毎年留学生が

前もつて特注して持参してくれます。彼がアルバイト

先の韓国料理屋のご主人から直に教わった本場キム

チ鍋 (ちじみも)の作り方は、ここでは秘密にしますが、

実に味が深く、白いご飯や手作りのうどんと一緒に食

べると、いくらでも食べられます。

いずれにしても、これらの材料の調達や、前 日ま

での半調理の準備は、この私の腕にかかつていま

す。

加えて、豚肉を食べないムスレムたちのために、

チキンカレーとシーフッドカレー、それにナン (ガーリ

ックナン、チーズナンはとくにおいしい)をネパール人

が経営するわが家近くのお店から運んでもらいます。

縁あって知り合ったネパール人の留学生がそのお

店でアルバイトをしていて、家族一同、すでになんど

も試食済み、味は保障します。

この他は、お寿司。今年も途中で追加。過去には

アメリカ (カリフォルニアのバークレイ)に長く留学して

いた次男の妻が本場の見事なカリフォルニアンロー

ルを 100本以上も作ってくれたこともありました。

東京 中を訪ね歩いて見つけた (ややオーバ

ー |)味もよく、種類も豊富な最高の焼き鳥 (昔の新

年会のような私の手作りではいまや追いつかず)を山

のように並べます。それに大盛りの特製サラダに、わ

が家にホームステイした南フランスからの留学生から

直々に教わった特製ラタトゥイやエスカルゴも。力日えて

今年の差し入れはほうれん草のパイ包みやら、長女

のつれ合いの実家、伊勢から毎年のように届く新鮮な

牡蠣やさざえなどあれこれの品々が並び、まさにイン

ターナショナル満開の食卓 !

日本のおせち料理は、多人数の、それも留学生た

ちを招く|コまいささか不向きと思い、尋ねられればわ

が家使いの品々を供すことにしています。ただ、御屠

蘇だけは和室のメーンテーブルに置きます。留学生

たちは、屠蘇酒は正月の祝い酒で、清酒に屠蘇散

(サンショウ、ニッケイ、キキョウ、ボウフウなど薬草を砕

いたもの)を加え一夜漬け込んだもの、との説明を受

けながら試飲します。森の精を感じるその匂いと味は、
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いかにも長寿を祈るお酒で、お正月にふさわしいで

すね。お座敷の畳に座り、次の間の切り矩撻に足を

伸ばし、鏡餅のお飾りや、年末に取り換えたばかりの

掛け軸や松、梅などの活花がお正月を演出している

床の間を眺めながら、留学生は日本の文化を感じと

つてくれたでしょうか ?

大阪に住む長男家族、ハワイ在住の次男家族も今

年は勢ぞろい、もちろん近くに住む長女、次女の家族

合わせて 15名 、そのうちの動けるスタッフ数名と料理

名人たちがフル稼動です。

ギャザリングでは、日本語、英語はもちろん、中国

語、ドイツ語、フランス語、ロシア語など飛び交い、マ

イナー言語への配慮もしつつ、通訳は、そこは外語

大関係者の多い集まりだから、瞬時に誰かがかって

でます。

すでにそれぞれ所属する場で大活躍しているゼミ

の卒業生たち、大学教授、新聞社、通信社や出版社

に勤務する面々、TVやラジオのコメンテーター、同
時通訳者等々、言語や国際関係を論じる優れた日本

の現役が語る“ひと言"は、若い留学生たちを大いに

刺激するようです。

そんな按配ですが、最近は参加者が多すぎて細か

い話ができないのが残念です。その続きは、デザート

とお茶の時間に、自由に情報や意見の交換が行われ

ることとなります。

時間の経つのがあまりに速い、最後の人たちが帰

ったのは今年も深夜を過ぎていました。昔はゼミの連

中が徹夜マージャンに興じたこともよくありましたが、

小さい子ども連れとなるとそうもいきません。

それでは、

明年歓迎再来 !

3-1 国会議事堂・江戸東京博物館見学と、
ちゃんこ鍋を囲む懇親会

去るH月 27日 (土)おだやかに晴れ渡った晩秋の

週末、恒例の国会議事堂 0江戸東京博物館の見学と

ちゃんこ鍋を囲む会が行われました。 今年は、留学

生 33名 、日本人学生 6`上曇■ [′ ■
‐
参寸Iヒなりま

した。国会議事堂で|ま、T―後 lI千三‐L貢蓑 Iモ面会所

で、議事堂のバンフレ:ン′卜を、.Iヤ _■三十ろ言語の

ものを一部ずつ貰い、ホテ /一ニニl ‐を■・二てから

本会議場へと進みました:示 .ヽ二〔生 督著
=|二
電り、

テー王音声の説明を聞きました[=「trttit t(ま 、日本

の政治の中枢にじかに触れ、翼二Fl i長 :一 、二、そilぞれ

のメモリー (記録)に収めてtヽました[_二 ヽ`_、 .ヽつもは

見学できる御休憩所は、2日 後 1二 行わllこ
¨
蓑会開設

120周 年"記念式典の準備のた●:I壬 ≡れていまし

た。

また、議員の紹介なしで見学できな 1ヽ 二.う 、今ま

でのスタイルを変えて、自由に見学できるこ≧|二なり、

その分説明も簡素になり、心のない冷た1ヽ大理石の

建物そのものになり、今の政治を物語つていると思わ

れるほど味気ない内容でした。

しかし、澄みきつた青空が、議事堂の建物 lyD威厳と

崇高さを際立たせてくれていましたc留学生たち|ま、

日本の政治の一端を少しでも感じたのではないでしょ

っか。

その後、いちょう並木に見送られ、永田町を後にし

て地下鉄半蔵門線と大江戸

線を乗り継ぎ、江戸東京博物館へと移動しました。

館内6階常設展示のお江戸では日本橋を渡って、江

戸の町並みを通り過ぎると、実物大の纏や天秤棒の

肥桶があり、実際に持ち上げたり、担いでみたりして、

先人達の生活に触れることができ、留学生たちにとっ

ても貴重な体験になったと思いますcっ また、昭和を

偲ぶ縁側のある家庭や尋常小学校の椅子と机、あた

かもタイムスリップしたようで、どことなくなつかしく感じ

ました。

費用の関係で学生たちは入場しませんでしたが、

特別企画展の日本の女流放浪作家の林芙美子展で

は、対象時代の放浪の香がそしまかとなく漂い、女性

が男性に翻弄されながらも活き活きと生きる姿には退

しさを感じました。

それぞれの時代の日本の歴史に触れたひとときで

したが、午後も4時を過ぎる頃になると空腹を感じ始め

ました。幹事の誘導で大きな熊手をバックに記念撮影

した後、ちゃんこ鍋のお店に向かいました。

豚肉抜きのお鍋、ベジタリアン向きのお鍋、というよう

▼
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に留学生の生活習慣を大切に受けとめた対応をして

いただきながら、力士の定番料理を堪能することがで

き、留学生達も会話が弾み (ただ一点、コンロの点火

カラまくいかないテーブルがあったこと以外)理想的な

懇親会となりました。

(幹事 鈴木記 )

(↑ EDO丁OKYO MUSEUMへ 、レッツゴー !。 皆様もぜひ

一度行つてみてくださいネ !)

(↑ 江戸東京博物館にて記念写真。師走の勢いに乗り、

来年も良い交流をと願いました !)

今日はとても贅沢だな !

食べ放題のちゃんこ鍋 !

教研生

ヨンイン (韓国)

友だちから11月 27日 に国会議事堂の見学があると

聞いていち早く申し込んだ。500円 の参加費が要るが

ちゃんこ鍋が食べられるそうでとても行きたかった。

いよいよH月 27日 。申し訳ないが 5分ぐらい遅れて

着いたので急いで一行を追い掛けた。

ニュースでよく見る総理大臣や議長の座席に表札が

貼り付けてあった。ガイドさんからの説明を聞きながら

移動した。内部全体はなんか厳粛感や臨場感にあふ

れていた。正門の前で団体写真を撮ったり国会議事

堂の建物を撮ったりした。しかし見学の時間が思った

より早目に終わらせられて少し残念だった。

次は江戸東京博物館へ向かつた。地下鉄で両国に

行ったが地下鉄の切符を貰って本当に良かった。江

戸東京博物館は十年前に来たことがあるが、ほとんど

覚えていない。江戸の町の雰囲気がある造形物だけ

覚えている。韓国では自分が分かる限りだけ物事が見

えるという言葉がある。今学校で浮世絵の授業をとっ

ている。越後屋の造形物を見て、あれが浮世絵を売っ

ている店だと分かった。授業で浮世絵がどういう課程

で作られるのか教えて貰ったけれども、実際の作り方

を順番で再現した本物を見てちゃんと分かるようにな

ったc勉強すればするほど物事の意味とか価値をよく

分かるようになるのではないかと思つたc

最後はちゃんこ屋でちゃんこ鍋を食べたc七年前、

韓[Jで相撲大会があって通訳やガイドのスタッフとし

て働いたことがある。その時、ちゃんこ鍋が売られて食

べようとしたら売り切れでとても残念だったcいつも食

べたかったが韓国ではあまりないし、ここでは財布が

寂しいので食べられなかった。留学生支援の会の会

長の挨拶を始め皆さんと一緒に乾杯した。あついスー

プを一 口飲んだらなんとも言えないおいしさ。少し疲

れていたが食べ始めると元気が出た。しかも食べ放題

だから嬉しかった。お肉と野菜をたっぶり入れてよく煮

て食べた。やはり冬といえば熱い鍋料理が食べたくな

るのだ。今日はとても贅沢だなと思った。

この機会を作ってくださった留学生支援の会の皆様

には本当に有難く感謝する。また、こういう機会があっ

たらぜひ参加したい。

つ!よ つ :よっ l

学 生 、 00ざ 口 会 と

戸菫京博И饉&ち ゃんこ鍋

よ
　
〓
　
江
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3-2
2010年度国際交流事業「日本文化交流会」と

留学生友好交流のための懇談会「国際交流の

タベ」が楽しく、賑やかに開催されました !!

留学生にとつて毎年楽しみの、大学・支援の会共

催の国際交流事業が、2010年 12月 17日 (金)午後 1

時から 8時まで、大学会館と国際交流会館交流ホー

ルで開催されました。

第一部の「日本文化交流会」では、恒例のごとく、

「着物体験教室」、「華道教室」、「茶道教室」、「将棋 0

囲碁教室」、「折り紙 0不口紙人形 0墨絵とお琴演奏教

室」の 5つの体験教室を開きました。今回は、授業と

の関係で興味があつても出席できない留学生達もい

ましたが、参加した留学生たちは、それぞれの教室で

講師の指導のもとで、自分でも驚くほど上手にお花を

生けたり、墨絵を描いたり、琴を演奏したりと、初めて

体験する日本文化を心から楽しんでいました。新たな

ものに挑戦し、体験する中で、留学生達は日本をより

理解し、日本にもつと近づけたと思ったことでしょう。

第二部の留学生の交流 0友好を広げる場である

懇談会「国際交流のタベ」には、日頃留学生を支援、

協力してくださつている来賓の方々、大学関係者と留

学生が、総勢 200名 以上参加しました。アトラクション

が始まり、歌にインドのダンスと会場は熱気にあふれ、

盛り上がる中、支援の会の福引きで会場は沸き、予定

の2時間はあつという間に過ぎてしまいました。来年は

兎の年、支援の会もさらに飛躍を期待して、交流会を

終えました。 (幹事 梅田記 )

(↑ パフォーマーがずらり。楽しい一夜となりました。)

第一部

13時～17時 日本文化交流会

着物の着付け (国際交流会館二号館交流ホール)

参加者35人

華道 (学生会館集会室B)参加者20人

茶道 (学生会館和室)参加者15人

日本の伝統的遊び (学生会館大集会室)

参加者50人

将棋口囲碁 (学生会館集会室A)参カロ者15人

第二部

18時～20時 学生会館 1階ホール

国際交流のタベ(懇親会)

参加」昔232人

18:00 開  会

●挨拶 東京外国語大学口副学長 富盛 イ申夫

留学生支援の会・会長 中嶋洋子

●来賓紹介

●乾杯 東京外国語大学・理事 宮崎 恒二

18:25ア トラ ク ョ ン 紹 介

司会   イワンロスティヤ・ブディ(博士前期課程可年)

ナム・ヒジョン(研究生)

① バンド演奏―・

ダルマダーツ(ちょびつとモンチー)

② アカペラー・アカベラ同好会LIN ttS

③ ポ ップ ソン グ メドレー・・
e岡 田昭 人 &に EP― BOYS

④ バングラとギツダー(ィンドの踊り)…・

スープリア(日 研生・インド)

スープリティー (研究生ロインド)

⑤ 福引き・口・留学生支援の会

19:50 閉 会

(共催 :東京外国語大学、留学生支援の会 )

①

②

③

④

⑤
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▼

お見事 !)

(↑ 留学生の表情は真剣そのもの。和の心を感じ、独自の

感性で活けました。)

first such experience to me and the other

lnternational students.

Me and my friend literally side‐walked

into the room it was held,and because we were

the Only ones there the lovely old lady from the

neighborhood has approached us to offer a free

lkebana lessono We were first asked to pick the

branches and flowers for our arrangement.You

are meant to choose two pieces of the same

branch, which is as it literally sounds a wild

plant with less leaves and blossoms, and the

two each of two different■ owers that would be

the base ofthe arrangemente The key to setting

up an arrangement successfully is to have a

right balance of length between the different

flowers usedo To start, branches become the

support of the display being cut at 60cm length

and placed at the back ofthe bouqueto The other

two types of■owers are cut at 40cm and 20cm

respectively and will stand for the front of the

set up.We would then trim the leaves for a more

elegant and lighter effect.AlthOugh technical

advice of getting the right proportions is the key

the teacher's sensitivity as to where to face the

blossoms and where to bend the branch for the

most sophisticated shapes was the  most

impressive thing.Just by slightly twisting the

rod, the effect of the arrangement totally

changes giving a whole new look and feelingo I

was surprised to see such wild bland plants can

be turned into a dramatic piece of art.

Although l haven't become a master in

lkebana,I believe l have notjust had great fun

but had a chance to witness hOw Japanese are

able to live esthetically and in harmOny with

Nature.

ヒ

∠ Jη′srer“ 刀k,ル′″′?

華道の活動に参加して

ビジス・ミンダウガス (リ

ISEP
トアニア)

I would like tO express lny thanks tO

the peOple that prOvided a great Opportunity to

try out Japanese flower arrangement at the

Tokyo University Of Foreign Studies.It was a

TUFS留 学生支援の会
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着付けの見事な体験

特別聴講生

琴J艶 (中国 )

学校が催した日本文化交流会の日、私はずらと憧

れていた着物の着付教室に参加した。本格的な着物

を着ることは初めて、きついという感じより、端正だとい

う感じがした。

着物は日本の伝統的な服装であり、着方はさすが

複雑だと思う。私はきれいな鳳凰の図案の着物を選

んだ。着た時二人の先生が手伝ってくださって、とて

も時間がかかつた。肌襦袢・長襦袢 0伊達締め・腰紐・

帯・帯板・帯締め0ハンカチなども付いて、何枚も着た。

そして、足袋と下駄も履いた。聞くだけでも複雑だと

思われるのだろう。着あがったばかりの時はきつく、更

に呼吸ができない感じだった。時間が経つと、だんだ

ん慣れて、腰をまつすぐに伸ばして、自然な姿勢にな

って、自信に満ちあふれた感じになった。身体をきち

んと端正されたわけであろう。

現在、日本では、伝統的な着物を着る人が少なく

なってしまった。七五三や成人式などの儀式や催事

の時のみ着物を着ている人が見られる。着物の普及

率が衰退している主な原因として、着物が高価である

こと、着付けに手間が掛かること、活動性に欠けること、

温度調節がしにくいなどを聞いた。しかし、着物の長

所は誰でも着られることであろう。最初着物を持った

時、長くて大きいと思つたけれども、着ている時は身

長と体つきによつて調節できることが分かった。そうし

たら、着物の裁断も着物を買うときも便利になる。寸法

は同じく布地と図案によるだけ着物を作ることができる。

気に入つた布地や図案があれば、ほかのことを考え

ずに買える。着物を着る時、前帯の内側にガーゼの

ハンカチや厚手のハンカチを折り畳んで入れておけ

ば、お腹いっぱいで苦しくなつてもそれを抜けば一気

に楽になり、融通が利くと聞いたことがある。それに、

ちょうど着物を着る人が少ないから、もし華やかな着

物を着ると目立つことになるのだろうね。私も帰国する

前に着物を買いに行くと決めた。

親切なことに、今度の着付けの時、日本的な髪形

も作ってくださつた。そして、着物を着たままで、日本

伝統的な茶道を体験することができた。とても完璧な

日本伝統文化の体験だった。日本に留学しに来たか

らには、日本の伝統文化を体験してみたいと考えて

いる。今回の日本文化交流会を参加することを通して、

着物や茶道の体験ができて、とてもいい経験であつた。

異文化の体験は確かに見事なことだと思つている。

“世界の社会人"に近づくために

国際協力専攻・修± 2年

ビルンポス・イオアニス (ギ リシャ)

国際交流会に参加させていただいたのは、今回で

3回 目でした。それでも、いつもメンバーが違い、さま

ざまな国や地域から来た方々と会い、多文化交流が

できる国際交流会は、いつも楽しみです。特に今回

は、ISEPO研究生時代の東京外国語大学の日本語教

育センターの恩師と久しぶりに話ができました、本当

に嬉しかったです。

国際交流会を機に、言葉による意思疎通能力を伸

ばすことができると思います。多文化 0多言語の環境

で、みんなに自分の文化を紹介したい、知識を共有

したい、という気持ちがコミュニケーションの橋を作る

大きなきつかけになります。壁に囲まれた自分だけの

狭い世界に留まるのではなく、多様な文化を持つ人と

交流することは、とても大切な経験になります。誰でも

最初は緊張しますが、授業以外で会話の場があると

よリリラックスして話すことができます。

こういう風に、多文化の環境で自分の文化を客観

的に考えることによつて、「他人の目で見る」ことができ

るようになると思います。どうしても、自分の文化に対

しては主観的になりがちですし、気がつかないことも

多いものです。私の場合、学部時代にオーストリアの

ウィーン大学の日本学部で留学しました。私はギシリ

ャ出身ですが、同じヨーロッパ内の国でも、文化はさ

まざまあります。ウィーンの人々とギリシャの人々がどう

違うかということは、具体的な言葉で表現することは難

しいですが、確かに違いを感じました。さらに、ウィー

ン滞在中に、自分が持つているギリシャ人としての文

化をもう一度深く考えることができました。他の文化か

ら来た人と直に接することによつて、相手の文化を知

るだけではなく、自分の文化を再発見することができ

，
ソ

ロ　
ソ
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ご

ると分かりました。日本に来てからも、そのような経験

は多いです。特に、初めて日本に来た人は、文化の

違いに驚くことも多いでしょう。そこで、「驚く」だけで

はなく、自分の文化を見つめ直すことも大切です。こ

のような経験を積み重ねることで、文化の多様性・個

性を尊重することを学び、結果として、人と人、国と国

の相互理解を深めることができると考えます。これは、

大学で研究をする場合にも、非常に役に立ちます。

東京外国語大学の国際交流会では、このような多

文化交流を通じて、相互理解を深めることを経験し、

さらに自己理解も深めることができる、絶好の機会だ

と思います。面白い発見も毎 日のようにあります。留

学を通じて得ることができることは、新鮮味のないステ

レオタイプ的な思想 0見解を乗り越えて、客観的な視

点を身につけた「世界の社会人」に近づくということで

す。普段なかなか話す機会がない留学生と日本人学

生や、異なる場所から来た留学生などが、お互いに

成長できるこの機会を、より多くの人にぜひ積極的に

活用していただきたいと思います。

3-3国 際理解教育への参加

東小金井小学校の子供と触れ合つて

総合国際学研究科 0修士

江 雪 (中国 )

日本の小学校で、小学生と今回のような近い距離

で交流することは初めてでした。

最初のゲームはゲスト探しのゲームでした。子供は、

上手くゲストを、質問を使って見つけることができてい

なかったけれど、一生懸命英語を活用して、やっと探

し出すことができていた。

その後の伝言ゲームは、一番楽しいイベントでした。

中国語の単語は他の言語より短くて簡潔で伝わりや

すいこともあり、チームワークを大切にして動きが速く、

競争意識も強かった2班の子供たちは、4回連続一位

を見事に取れた。最後、みんなも思わず「yeah!」 と叫

んだ瞬間、とても感動的であった。

休憩時間に女の子から積極的に声を掛けられて、

一緒にお水を飲みに行った。6年生なのに背が小さ

いとか、英語が難しくて勉強したくないとか、可愛しν悩

みだつた。国が違うけど、自分の小学生の時を思い出

したら、似ていたような悩みもあつたなと思った。この

時、一瞬、小学校時代に戻つたような想いがして、懐

かしく、賑やかで、楽しかった。

その後は、国を紹介する時間でした。私は、上海の

夜景やパンダの写真を使つて発表をしたところ、みん

な大興奮してくれた。英語で説明するのは難しいけれ

ど、日本語と英語を混ぜながら、話していた。

日本の小学生の中国にたいするイメージを聞いて、

もつともつと中国のことを紹介する必要があるなと思つ

た。まだまだ話したいことが多くあったけれど、15分間

はあつという間で終わってしまった。

最後に、子供達のロックソーラン節の踊りを見て、真

剣な顔で踊つている姿に心打たれる想いがした。

楽しい時間は、いつも速いもので、折り紙をもらって、

手を振りながらBye一Byeの時間でした。

今 日はとても貴重な時間を経験することができた。

たくさんの人との出会いを大事にしながら、留学生活

を送っていきたいと思う。また、中国人の一人として、

自分の国から見た中国をより多くの人たちと一緒に共

有していきたいなと思った。

(↑ 小学生の熱く気持ちのいい視線を受け、改めてアイデ

ンティティーや国際理解を互いに深める機会となりまし

た。)

〇 〇 o

TUFS留 学生支援の会 会報 I No.36

9

yeah!



3-4茶 道教室

精神性への理解

留学生支援の会「茶道教室」講師として

茶道裏千家準教授 廣瀬宗成

東京外語大に学ぶ留学生への支援活動として、日

本の伝統文化である「茶道」を通じて一服のお茶に込

められた精神性の一端を少しでも理解していただけ

たらとの思いから昨年四月より「茶道教室」の講師を

お引き受けいたしました。

私の「茶道教室」の狙いは、受講する方々の時間

的な制約=授業や試験などのため定期的に学ぶこと

が難しいなど=があるため“お茶を点てる"という技術

的なことよりも“お茶の楽しみ方を体験する"ということ

に絞り、お茶やお菓子をはじめ茶花や床の間の掛け

軸など茶室を構成するいろいろなお道具など全体の

意味合いをできるだけ易しくお話してまいりました。

この一年間に教室にこられた方はのべ50人余、国

数では10数力国でありましたc当 初、言葉の問題や
「茶道」という日本人にもなかなか理解しにくい伝統文

化をどのように伝えたら良いか…0という心配がありま

したが、始めてみると留学生の皆さんはみな日本語

がお上手で、まず言葉の問題は杞憂に終わりました。

さらに、「茶道」についても何人かの方はすでに母

国で茶道を学ばれていたり、体験されていたりしてい

ることが解って大変驚かされました。これは裏千家が

かねてより海外での普及活動を活発にされていること

の証であろうと思われます。

足袋やふく紗を持参され熱心に学ぼうとされる方を

はじめ、和室に興味があったので覗いてみて参加さ

れた方、茶道と言う言葉だけは知っていたが体験した

ことがなかったという方等など、参加される動機は

様々でしたが皆様一様にお茶を楽しんでいただけた

ことがとても印象的でした。

初めて畳に座リシビレを体験された方、バザーで買

った着物を着てお茶を点てることができるようになった

方、毎回のように参加されお点前ができるようになっ

た方、さらに床の間に掛けてある軸の『 日々是好日』

への質問など皆様大変熱心に話を聞いてくださいま

した。

「茶道」の基本の心とも言うべき『和敬静寂』0『一期

一会』などに現される精神性への理解をはじめ、床の

間に飾られた茶花を見て日本の四季の移り変わりを

感じながらお茶を楽しむということを一人でも多くの外

国の方々に知っていただくことが留学生支援の一助

になれば幸いと思つております。

(↑ ひとつひとつ丁寧な動作や作法を教えてもらい、充実

した時間だ、と留学生より。)

EXPERIENCE

一つの夢が叶つた !

めっちゃ楽しかつた !!

千葉県でのホームステイ体験

日研生

バユ 0セブテ ィアン・ ウィプ リヤン ト

(イ ン ドネシア)

今年12月 10日 から12日 まで私は初めて日本でホ

ームステイをしました。場所は千葉県いすみ市大原町

です。本当に色々な初体験をしました。最初は日本の

JR特急若潮電車に初めて乗りました。いつも乗る電

車と違う形も雰囲気も感じました。その電車は東京

ディズニーランドの前に通過していたので、中から東

京ディズニーランドが見えます。次に、大原駅に到着

し
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して以来、楽しかった事を感じました。

ホームステイ家族の家に着いて、初めて伝統的な

和風の家を見ました。本当に嬉しかったです。この前、

日本に来る前にアニメやドラマからだけ和風の家が見

られました。その時、いつか自分の目で和風の家を見

なくてはダメだというやる気がありました。本当に一つ

の夢が叶えたと思います。

家に入つて、また初めて事が沢山感じられました。

初めて矩撻を感じて、畳や障子を見て、和風の寝方も

しました。その時、やっと私はのびたとドラえもんにい

つもやることを感じる事が出来ました。

11日 に初めて温泉に入りました。最初は少し恥ず

かしい感じがしました。なぜなら、インドネシアにいた

時、他の人の前で裸にする事は一度もしたことがなか

つたからです。でも、皆も同じ事をしたので、私もしまし

た。温泉に入つたとたん、気持ちがよくなってきました。

本当に面白い初体験だと思います。

温泉に入る前に千葉の家庭菜園を見ました。後は

初体験自分の手で菜園から野菜や果物を収穫しまし

たcインドネシアでもその様な体験をしたことがありま

せん]後 |ますぐ近くにある神社も見ました二そこア)前 十二

いつも見る神社と違うと̀悪 tヽま十二●こから見ると建物の

形や色が違うので、全然神社らしくないと思いますこ

12日 に東京に戻つて帰る前に初体験の日本の海

岸を見ました。インドネシアに海岸が沢山あるけど、違

う雰囲気を感じました。太平洋に面する海岸なので、

波が高くて、物凄くきれいだと思います。本当に嬉し

かつたの

で 、泣 き

そうになり

ました。

井上父

さん 、井

上母さん、

お世話に

な って 、

有難うございました。短かったけど、めっちゃ楽しかっ

たです。いつも寝すぎて、申し訳ありませんでした。心

の底からさようならまで言えなくて、また会える日まで

の方がいいと思います。沢山初体験が感じられて、ず

っといい思い出になります。

V●ICE

大パニックと私の大事な思い出

日本課程 3年

牟 美英 (韓国 )

2010年のクリスマスイブの夜、いきなり隣に住んで

いる男性が金槌で私の部屋の扉を何回も殴り続けて

て、とても怖い思いをしてしまいました。私はその時、

家に帰ってきたばかりで、部屋の中に一人でいたので、

大パニックになってしまいました。一応、気を取り戻し

て大家に連絡をして大家が家まできてくれ、その後、

警察もきてくれましたが、その家にはそれ以上怖くて

住めないと思い、大家にそのことを伝え、その日から

近くに住んでいる友達のところで2週 間お世話になり

ましたc そのことが起きた日は、留学中にこういう1布
い思いをしたのは初めてだったので、怖くてよく日民れ

ませんでした。しかし、問題はそれより̀これからどこに

住む ?'ということでした。ちょうど就職活動を始めよう

とした時だったので、早く落ち着きたかったのですが、

年末だったので不動産は全部しまっていました。それ

に、引越しを予想してお金を貯めておいたわけでもな

かつたので、金銭的な問題も加え、家族もいない日本

でいきなり̀ 家なき子 'になるのではないかと、私の不

安はどんどん増していきました。その中、ふと思いつ

いたのが「留学生支援の会」でした。`留学生支援の

会に行けば、助けてもらえるかもしれない、相談してみ

よデと思い、事務所にいきましたが、年末だつたので、

留学生支援の会の方はいませんでした。しかし、出勤

していた他の部署の方が私の事情を聞き、すばやく

留学生支援の会の方と連絡を取つてくださつて、次の

日に留学生課の梅田さんに会うことができ、ホームス

テイを紹介してもらえました。最初は `日 本でホームス

テイ?珍しいね 'と思いましたが、敷金と礼金が要らな

いといわれて家をみにいきました。ホームステイ先は

留学生支援の会でボランティアとして努めていらっし

ゃる井上さんのお家でしたが、井上さんはとても優しく、

お家もとても素敵だつたので、家をみせてもらってす
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ぐ引っ越すことにしました。引越しの日、井上さんが私

のアパートに車で向かいにきてくださったので、トラッ

クを呼ぶことなく、引つ越すことができました。引越しの

日には韓国人、日本人、それから中国人、ポルトガル

人の友達も手伝いにきてくれ、早く引越しを終えること

ができました。この引越しをきっかけに、日本留学中

に会えたいろいろな国から来た友達に感謝するように

なりました。

ホームステイ先のご家族はとてもやさしく、穏やかで、

当時かなり心理的に不安であった私を元のように元気

に戻してくださいました。一人暮らしの時に適当に作

って食べていた夕食とは比べられないぐらいのおいし

い夕食。それから、夕食の後、家族のみなさんと一緒

にお茶を飲みながらおしゃべりをしたり、犬と遊んだり

して、いつも夕食の時間が楽しみになりました。それ

から、一人暮らしの時はよくスキップしていた朝ご飯ま

で井上さんがお母さんのように毎朝作ってくださつて、

前よリー日が元気になったような気がします。また、今

ホームステイしているところにはもう一人、タイからきた

高校生の交換留学生がいて、よくタイ料理を作ってく

れたり、タイダンスを教えてくれたりするし、前ホームス

テイしていたほかの外国人留学生が家にたまに遊び

に来るので、いろいろな国のことが聞けてとても楽しい

です。

2010年のクリスマスイブにとても怖い思いをしてし

ましましたが、井上さんのご家族と東京外国語大学の

留学生支援の会のおかげで、今は母国にいたときと

同じぐらいの安定した生活をすることができるようにな

り、とても感謝しています。留学中の日本で、家に帰る

と優しい日本の家族が待っている、日本のお母さんが

作ってくださるおいしい日本の家庭料理が食べられる

という幸せ。このような日本でのホームステイ経験は大

事な思い出として私の頭に一生残ると思います。

新規加入者

■ 一般会員 (平成22年 11月 1日 -23年 2月 4日 )

(敬称略)佐々木菜穂子、中田多美

会員寄付者

■ 二般寄付 (平成22年 11月 1日 -23年 2月 4日 )

(敬称略)池端雪浦、小野美登里、川崎圭子、

下田菊美、高橋準一、田中啓衆 、中川一

野中千恵子、松尾毅、松村洋三、矢島敏男

万一お名前に間違いがありましたらお詫びいたします

当会までお知らせ ドされ |ま幸いですこ

1月 12日 現在

会員数 :1,205名

納入者 :689名

納入率 :57.2%

但し、このうち 22年度の新入生とその保護者
の新入会員が 424名ですので、従来の (21

年度まで)会員の方々の納入率は33.9%
となつてしまいます。 (昨年の同時期では4

5.8%でした)

すべての活動は、皆様の年会費で行つており

ます。本年度会費の未納の方々は同封の振

込用紙にてお振込くださいます様、お願いもう

しあげます。

※ ひとりでも多くの方々の早期納入のご協力

をお願い致します

一般会員 :年会費 3,000

協賛会員 :年会費 20,000

::|:|:111:::::i:|:

雀ざE罫納入の糸陛続をお願い申し上げます!

留学生の笑 顔 で、私たちも笑 顔 で、新学期を、春を迎えたいものです。
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※ 平日の時間(12:30～ 16:00)は 、連絡室が開1いて

おります。受付期間中の直接搬入も可能となりま

す。下の地図の場所 (国際交流会館 )までお願い

します。なお、4月 16日 (土)の直接搬入は都合に

よりご遠慮いただきたいと思います。

◆◆◆◇◆◆◇◆◆◆◇◆◆◇◆◆◆◇◆◆

J01N FOR BAZAARI

◆◆◆◇◆◆◇◆◆◆◇◆◆◇◆◆◆◇◆◆

お願い バザーの人手が足りません !ご協力を !

バザー用品の物品仕分けや、準備・後片付けをする

人手のご協力をお待ちします。

当日のお手伝い参加可能な方は、当会または

下記までご連絡下さい。

042-330-5183(梅 田 火、水、金のみ )

下記のとおり幹事会を開催しました。

平成22年112月 5日 (日 )

平成23年 1月 15日 (土 )

平成23年 2月 19日 (土 )

平成23年 3月 12日 (土)予定

多くの留学生が日本人の生活を体験したいと希望し

ています。

♪ ホームビジット、ホームステイ受け入れに

関心のある方は是非、当会にお問い合わせ下さい。

当会へのご意見、ホームビジットやイベントに関しての

感想文など、会報への投稿をお待ちしております。

お気軽にお問い合わせ下さい ^

υ

通常 2月 に発刊しております本会報ですが、今回事

情により発行が遅れました事、お詫び申し上げます。

<お問い合わせ先>

〒183…8534東京都府中市朝日町 3-11-1
東京外国語大学 留学生課気付 (梅田、谷川)

TEL:042-330-5183、 5759

FAX:042-330-5189、 5762

E一 mail:tufs-lssa@nlftycom

http:〃homepage3.nifty.com/is―tufs/
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留学生主義 会員の皆様ひとりひとりが

留学生の笑顔をつくります


